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キャンパスだより
奈良県立医科大学に関する様々な情報を、地域のみなさまにお届けします



医
大
・
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

医
大
・
周
辺
ま
ち
づ
く
り
と
は

　

奈
良
県
と
橿
原
市
は
、
平
成
27
年
3
月
20
日
に
大

和
八
木
駅
周
辺
地
区
・
医
大
周
辺
地
区
・
橿
原
神
宮

前
駅
周
辺
地
区
に
お
い
て
、
協
働
で「
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
た
検
討
や
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
に

「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
協
定
」を
締
結
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
の
医
大
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

県
と
橿
原
市
は
、
医
大
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
医
大
お
よ
び
附
属
病
院
を
核
と
す
る「
橿

原
キ
ャ
ン
パ
ス
タ
ウ
ン
」の
形
成
に
向
け
協
議
を
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
県
中
南
部
に
お
け

る
高
度
医
療
の
拠
点
で
あ
る
医
大
附
属
病
院
の
隣
接

地
域
と
い
う
利
点
を
活
か
し
、
医
大
附
属
病
院
へ
の

便
利
で
快
適
な
ア
ク
セ
ス
の
確
保
を
目
指
す
た
め
、

医
大
敷
地
内
の
駐
車
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
移
転
に
よ

り
生
じ
た
跡
地
及
び
そ
の
周
辺
の
エ
リ
ア
に
お
い
て

「
新
駅
設
置
と
医
大
隣
接
の
利
点
を
活
か
し
た
医
療

の
充
実
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

奈
良
県
立
医
科
大
学
で
も
、
教
育
・
研
究
部
門
を

移
転
す
る
こ
と
に
伴
う
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
や
、

附
属
病
院
の
老
朽
・
狭
隘
化
を
解
消
す
る
た
め
の
再

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
こ
の
医
大
・
周
辺
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
協
働
で
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
年
度
の
取
り
組
み

　

今
年
度
は
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

お
聞
き
す
る
た
め
、

橿
原
市
が
主
体
と
な

り「
医
大
附
属
病
院

周
辺
地
区　

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
4
回
開
催

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
等
を
反
映
さ
せ
た

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
を
県
と
市
が
協
働
で
作
成
す

る
予
定
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
新
駅
の
整
備
に
関

近鉄電車

国道２４号
（大和高田BP）

国道
169号

国道
24号

県道
161号

新キャンパス予定地

国道
169号

国道１６６号

新設橿原市道新設橿原市道

❶
❷

❸

県立医大
附属病院
県立医大
附属病院

新駅候補地新駅候補地

・・・まちづくり想定エリア

・・・グラウンド

・・・患者用駐車場

・・・体育施設

師師

し
ょ
う
と
く
た
医

しょうとく
た医師くん

【整備手順】
❶		グラウンドを新キャンパスに移転
❷		体育施設を新キャンパスに移転
❸		患者用駐車場を現キャンパスの教育施設跡地に移転� �
順次、新駅を中心にまちづくり整備を進めていく� �

（※新駅は、県・橿原市・近鉄の３者で設置に向け協議中）

【整備コンセプト】
新駅設置と医大隣接の利点を活かした医療の充実した
賑わいのある健康長寿のまちづくり

奈良県予算公表資料「平成 30 年度予算案の要点」より抜粋

（出典：橿原市白地図画像データを加工）

医大・周辺まちづくりプロジェクト概要図
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し
て
も
、
奈
良
県
・
橿
原
市
・
近
鉄
と
の
3
者
で
協

議
を
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ

い
て
は
、
橿
原
市
が
、
防
災
道
路
と
し
て
の
機
能
強

化
や
、
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス
の
降
り
口
で
あ
る
四
条

町
交
差
点
や
小
房
交
差
点
の
渋
滞
緩
和
を
目
的
に
、

道
路
の
幅
員
が
12
m
、
そ
の
う
ち
片
側
5

m
の
自
転

車
歩
行
者
道
を
整
備
す
る
た
め
道
路
新
設
改
良
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
第
一
期
工
事
区
間
と
し
て
県

道
1
6
1
号（
橿
原
神
宮
参
道
）か
ら
新
キ
ャ
ン
パ

ス
ま
で
の
間
を
、
平
成
31
年
度
末
に
完
了
す
る
予
定

で
す
。

現
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
発
掘
調
査

　

医
大
・
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
ま
ず
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス
南
側
に
あ
る
現

キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
発
掘
調
査
を
平
成

29
年
度
か
ら
3
年
間
か
け
て
行
っ
て
お
り
、
初
年

度
は
そ
の
北
西
部
3
、
4
0
0
㎡
に
つ
い
て
発
掘

調
査
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
11
月
23
日
に
は
現
地
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
約
4
0
0
人
が
お
越
し
に
な
り
、
発
掘
さ

れ
た
現
場
を
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
発
掘
担
当
者
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
30
年
度
は
東
側
半
分
を
発
掘

し
、
平
成
31
年
度
は
南
西
部
を
発
掘
し
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
全
体
の
発
掘
調
査
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

H30調査エリア

H29調査エリア

四条
一号墳

H31調査エリア

県立医大附属病院

大和高田バイパス

近
鉄
橿
原
線

医大グラウンドの文化財発掘調査のスケジュール

写真提供：橿原考古学研究所

四条一号墳全景

写真提供：橿原考古学研究所

遺構検出作業

2

TO P I C S



　

ま
た
、
平
成
29
年
12
月
6
日
に
は
、
今
井
町
で

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
推
進
す
る「
F
U
N
+
W
A
L
K　

P
R
O
J
E
C
T
」
の
ト
ラ
イ
ア
ル
も
行
い
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
常
生
活
の「
歩
く
」

を
促
進
し
、
健
康
増
進
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。
当

日
は
、
細
井
学
長
と
関
係
者
が
と
も
に
実
際
に
歩
く

こ
と
で
、
M
B
T
と
健
康
増
進
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
の

交
流
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
M
B
T
の
取
り
組

み
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｂ
Ｔ（
医
学
を
基
礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
）の
取
り
組
み
①

　

本
学
で
は
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
医

学
を
基
礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
M
B
T

（M
edicine

－BasedT
ow
n

）
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
医
師
や
看
護
師
等
の
持
つ
様
々
な
医

学
的
知
識
を
、
産
業
や
ま
ち
づ
く
り
へ
活
用
す
る
も

の
で
す
。
医
学
的
な
知
識
は
患
者
さ
ん
の
治
療
に
活

か
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
医
学
的
に
正
し
い

製
品
や
住
ま
い
に
も
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
が
有
機
的
に
集
ま
る
こ
と
で
、
私

た
ち
の
生
活
基
盤
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
M
B
T
を

通
じ
て
、
医
学
に
基
づ
い
た
社
会
貢
献
を
目
指
す
の

が
ね
ら
い
で
す
。

　

M
B
T
は
、
既
に
15
年
に
わ
た
る
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
本
学
で
は
、
2
0
0
6
年
に
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

株
式
会
社
に
よ
る
寄
附
講
座
と
し
て
、
住
居
医
学
講

座
を
開
設
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
2
0
0
4
年
か

ら
細
井
学
長
が
構
想
を
築
い
て
き
た
住
居
医
学
の
研

究
を
具
体
化
し
た
も
の
で
、
M
B
T
の
源
流
と
な
り

ま
す
。
住
居
医
学
と
は
、
住
居
を
改
善
す
る
こ
と
に

よ
り
、
病
気
を
予
防
し
、
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
を

学
問
的
に
解
明
す
る
も
の
で
す
。

　

M
B
T
の
基
本
に
は
、
健
康
寿
命
と
い
う
考
え
が

あ
り
ま
す
。健
康
寿
命
と
は
、健
康
上
の
問
題
で
日
常

生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
の

こ
と
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
・
適
度
な
運
動
・
社
会
参
加

な
ど
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
寿
命
を

延
ば
す
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
に
は
、
大

学
、
企
業
、
行
政
、
住
民
等
を
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な

方
々
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

M
B
T
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
29

年
10
月
29
日
に
、「
M
B
T
健
康
長
寿
フ
ェ
ア　

in　

今
井
町
2
0
1
7
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
中

で
も
、
多
く
の
住
民
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
先
頃
オ
ー
プ
ン
し
た
今
井
町
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

中
で
、
メ
タ
ボ
・
毛
細
血
管
チ
ェ
ッ
ク
や
医
師
に
よ

る
健
康
・
医
療
相
談
等
を
行
い
ま
し
た
。

FUN+WALK PROJECTトライアルの様子

住
居
医
学
講
座
構
想

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
と
交
渉

早
稲
田
大
学
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結

内
閣
府
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
指
定

書
籍
出
版

橿
原
市
と
包
括
協
定
を
締
結

橿
原
市
が
奈
良
医
大
を
地
域
再
生
推
進
法
人
に
指
定

研
究
会
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
橿
原
）

大
学
に
Ｍ
Ｂ
Ｔ
研
究
所
を
設
置

Ｍ
Ｂ
Ｔ
コ
ロ
キ
ウ
ム（
東
京
）

Ｍ
Ｂ
Ｔ
に
よ
る
新
産
業
創
生
地
域
創
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
大
阪
）

平成26年1月

平成29年5月和泉首相補佐官来学

Ｍ
Ｂ
Ｔ
長
寿
健
康
フ
ェ
ア
ｉｎ
今
井
町
開
催

栃
木
県
高
根
沢
町
と
連
携
協
定
を
締
結

今
井
町
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
開
設

も
の
づ
く
り
元
気
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア（
大
阪
）

Ｍ
Ｂ
Ｔ
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
発
信
、さ
ら
な
る
活
性
化

公立大学
法人化

早稲田大学とのＭＢＴ共同研究

住居医学講座（総額６億円）

ＭＢＴコンソーシアム研究会
会員企業：首都圏を含め90社

ＭＢＴ（医学を基礎とするまちづくり）研究所

30年26年22年20年16年
平成

住居医学講座から、ＭＢＥ（医工連携）、ＭＢＴへ　ＭＢＴから、地方創生、産業振興、まちづくりへMBTの15年間のあゆみ
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国内外に開かれた大学を目指して
本学医学科では、第２学年を対象に、学生自ら直接専門領域の研究内容に触れ、さらには高度な実験化

学の進め方を実際に体得することによって、研究活動の意義及びそれを支える研究者の心を理解してリ

サーチマインドを培うことを目的とした「リサーチ・クラークシップ」の授業（研究室配属実習）を行っ

ています。

本学内の研究室のみならず、学外（国内・海外）研究室配属実習を推進し、国内外に開かれた学生の育成

に努めています。

私は、アメリカに研究室配属で 2 か月半留学させていただ
きました。日本語を理解してくれる人がほとんどいない、中
国、インド、イタリアなど様々な訛りの英語に包まれながら
研究を学びました。自分自身、研究はほぼ素人で異国の地
で右も左も分かりませんでしたが、暖かく、時に厳しく教え
ていただきました。その結果、研究に興味を持つきっかけに
なり、帰国後も続けています。研究も学べますが、私は、ア
メリカで様々な人に出会えたことにも大きな魅力を感じまし
た。現地で働く日本人の医師や薬剤師の方とお話しすること
は大きな刺激になり、将来医師になる身として帰国後の過ご
し方が大きく変わりました。ホステルで料理をしながらイン
ド人や中国人と喋ると、それぞれの国の医療事情がリアルに
感じられました。研究室配属
は人生できっとかけがえのな
いものになるので、ぜひ皆さ
んに行ってもらいたいと思い
ます。最後に、この貴重な経
験を与えてくださった大学と
寄付してくださった方々に心
から感謝いたします。ありが
とうございました。

国内
学外（海外・国内）10週研究室配属実習を強力に推進（2017年2年次学生派遣実績）

留学体験記

アメリカの文化や雰囲気を体感することができ、医
療研究現場においてもセミナー時に毎回質疑応答が時
間一杯になるまで続けられており、聞き手が積極的に
話し手のプレゼンを聞いていることが伝わってきまし
た。最初はついていくことに苦労しましたが、日々の
研究を通して医学への向き合い方を理解することがで
きました。英語を話せることの重要性を再認識しまし
たし、海外に行ったからこそ学べたこと、経験できた
ことがたくさんありました。私はこのリサーチクラー
クシップを通して、基礎研究の楽しさを感じ、興味を
持つようになりました。本当に貴重な経験をさせて頂
いたと思います。今回の留学を助成して下さった『未

来 へ の 飛 躍 基 金 』
には感謝してもし
きれません。今回
の留学で得た研究
に対する姿勢、海
外への興味をこれ
か ら も 維 持 し て、
将来に繋げたいと
思います。

医学科3年　三好 真緒さん
University�of�Michigan�Medical�School

医学科3年　相馬 有輝さん
Cincinnati�Children’s�Hospital�Medical�center

National Taiwan University
（台湾）

海外

Oregon Health & 
Science University

（アメリカ）

M o n a s h  U n i v e r s i t y 
Malaysia

（マレーシア） 

University of 
Colorado

（アメリカ）

University of 
Michigan 
Medical School

（アメリカ）

University of 
Minnesota

（アメリカ）

Cincinnati 
Children's 
Hospital 
Medical 
Center

（アメリカ）

Pennsylvania State 
University College of 
Medicine

（アメリカ）
Harvard University 
Center for 
Brain Science

（アメリカ）

Harvard 
Medical 
School

（アメリカ）

University of Alberta Hospital
（カナダ） 

■�岩手医科大学薬学部　
■�理化学研究所�
脳科学総合研究センター　
■�国立感染症研究所免疫部
■�早稲田大学先進理工学部
■�金沢大学医薬保健学総合研究科
■�同志社女子大学薬学部
■�京都大学大学院�
医学研究科・医学部
■�国立循環器病研究センター
■�奈良先端科学技術大学院大学
■�奈良女子大学大学院�
人間文化研究科
■�熊本大学発生医学研究所
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脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
つ
い
て

現
在
、
脳
卒
中
は
出
来
る
だ
け
早
く
治
療
を
す
れ

ば
後
遺
症
を
か
な
り
軽
減
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
増
加
す
る
見
込
み
の
脳
卒
中
に
対
応
す

る
た
め
、
県
内
特
に
中
南
和
地
区
の
基
幹
病
院
と
し

て
平
成
29
年
10
月
に
奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

内
に
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
約
1
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
こ
と
に

よ
り
、
い
ま
ま
で
各
診
療
科
で
個
別
に
対
応
し
て
い

た
も
の
を
、
診
療
科
の
枠
を
超
え
た
各
科
の
専
門
医

と
関
連
部
門
が
一
体
と
な
っ
た「
脳
卒
中
診
療
チ
ー

ム
」
を
形
成
し
、
集
学
的
な
診
療
体
制
の
確
立
、
脳

卒
中
医
療
の
集
約
化
と
標
準
化
、
及
び
、
脳
卒
中
教

育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
こ
と
で
、
効
果
的
で
良

質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
皆
様
に
提
供
し
ま
す
。
脳
梗

塞
の
特
効
薬
と
言
わ
れ
る
血
栓
溶
解
療
法（
t
P
A
）

は
4
、
5
時
間
以
内
で
な
い
と
使
用
出
来
ま
せ
ん
。

ま
た
、
カ
テ
ー
テ
ル
で
血
栓
を
取
り
除
い
て
血
管
を

再
開
通
さ
せ
る
血
栓
回
収
療
法
も
発
症
か
ら
早
け
れ

ば
早
い
程
後
遺
症
が
少
な
く
回
復
が
早
い
こ
と
が
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
で

は
早
期
治
療
の
た
め
、
医
科
大
学
附
属
病
院
と
し
て

多
く
の
診
療
科
・
中
央
部
門
を
網
羅
す
る
と
い
う
特

性
を
活
か
し
、
早
期
治
療
の
た
め
の
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
を
挙
げ
ま
す
と
、ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
を
擁
す
る
高
度
救
命
セ
ン
タ
ー
と
連
携
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
速
や
か
な
脳
卒
中
患
者
の
受
け
入
れ

と
初
期
対
応
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳

梗
塞
の
診
断
と
急
性
期
脳
卒
中
の
適
格
な
診
断
の
為

に
は
、M
R
I
や
造
影
C
T
検
査
を
24
時
間
い
つ
で

も
迅
速
に
行
え
る
態
勢
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
重
症
の
脳
梗
塞
や
脳
内
出
血
で
は
緊
急
手
術
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
、
年
間
2
0
0
件
を
超
え
る
緊

急
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
破
裂
脳
動
脈

瘤
な
ど
に
よ
る
く
も
膜
下
出
血
は
近
年
、
外
科
手
術

と
血
管
内
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
を
組
み
合
わ
せ
て
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
救
命
率
が
向
上
し
後
遺
症
率
が

低
下
し
て
い
ま
す
。E
棟
手
術
室
に
平
成
28
年
か
ら

稼
働
し
て
い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
は
、
難
易

度
の
高
い
動
脈
瘤
、
脳
動
静
脈
奇
形
な
ど
の
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
や
外
科
手
術
に
完
全
対
応
し
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
は
急
性
期
治
療
だ
け
で
な
く
、
後
遺
症
を

軽
減
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
後

の
再
発
予
防
が
極
め
て
重
要
で
す
。
毎
週
行
わ
れ
る

脳
卒
中
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
看
護
師
、
理
学
療

法
士
を
含
め
た
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
て
、
現
行
治
療

の
検
証
を
行
い
、
再
発
予
防
の
た
め
の
治
療
方
針
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
脳
卒
中

治
療
の
中
心
と
し
て
、
デ
ー
タ
蓄
積
を
推
進
し
奈
良

県
の
地
域
医
療
に
も
っ
と
も
適
し
た
脳
卒
中
医
療
態

勢
の
構
築
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

開頭手術と血管内手術が同時に行えるハイブリッド室

血栓回収療法による治療例

5

TO P I C S



障
害
者
雇
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
学
で
は
障
害
者
雇
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
法
人
企
画
部
人
事
課
に
障
害
者
雇
用
推
進
係
を

設
け
、
障
害
者
雇
用
推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
支
援
員

を
配
置
し
、
障
害
を
持
つ
方
の
就
労
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

本
学
の
障
害
者
雇
用
率
は
平
成
30
年
度
2.9
%
で
、

4
年
連
続
で
法
定
雇
用
率
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
民
間
企
業
の
障
害
者
雇
用
率
2
年
連

続
全
国
1
位
の
奈
良
県
の
障
害
者
雇
用
施
策
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
に
取
り
組
ん
だ
平
成
26
年
3
月
当

初
は
5
人
の
採
用
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現

在
は
32
人
の
障
害
者
が
附
属
病
院
で
働
い
て
い
ま
す
。

当
初
職
員
の
中
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
と
同
じ
職
場

で
働
く
こ
と
に
戸
惑
い
や
躊
躇
も
あ
り
、
患
者
さ
ん

の
中
に
も
障
害
者
と
の
応
対
に
困
惑
す
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
不
安
感
を
払
拭
し
、
障
害

者
理
解
を
進
め
、
障
害
者
雇
用
を
推
進
・
定
着
し
て

い
く
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
内
容

＊
仕
事
内
容

各
病
棟
で
の
清
掃
や
環
境
整
備
、
ベ
ッ
ド
メ
イ

ク
、
タ
オ
ル
折
り
、
ト
レ
イ
消
毒
、
新
生
児
の
手
袋

洋
裁
、
眼
球
保
護
帯
づ
く
り
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の
デ
ー

タ
入
力
な
ど
病
院
内
の
様
々
な
部
署
で
貢
献
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

＊
特
別
支
援
学
校
と
病
院
を
結
ぶ
！
奈
良
県
立
医

科
大
学
附
属
病
院
ア
ー
ト
展
の
開
催

　

多
く
の
障
害
者
の
方
た
ち
の
出
身
校
で
あ
る
特
別

支
援
学
校
と
連
携
し
、
在
校
生
や
卒
業
生
の
作
品
を

病
院
内
に
展
示
す
る
ア
ー
ト
展
を
平
成
28
年
度
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。

＊
医
療
・
就
労
・
ア
ー
ト
を
つ
な
ぐ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　「
医
療
現
場
で
活
躍
す
る
特
別
支
援
学
校
生
徒
、

卒
業
生
た
ち
」を
テ
ー
マ
に
、
広
く
県
民
の
方
々
に

障
害
者
雇
用
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
よ

う
、
病
院
内
で
の
仕
事
の
取
組
・
体
験
の
発
表
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

附属病院の各部署で活躍する障害者の皆さん

アート展オープニングセレモニー
（平成30年8月27日）

障
害
者
雇
用
の
定
着
と
推
進

本
学
で
就
労
し
て
い
る
障
害
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ

の
働
き
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
、
多
く
の
部
署
で
業
務
を

任
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
戦
力
で
す
。
実
際
に
患
者
さ

ん
か
ら
感
謝
や
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も

多
い
で
す
。

地
域
に
貢
献
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
本
学
と
し

て
は
、
障
害
者
理
解
の
輪
が
広
が
り
、
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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EVENT & INFORMATION

公立大学法人奈良県立医科大学　法人企画部　キャンパス整備推進室
〒 634-8521　奈良県橿原市四条町 840
TE L 	 0744-22-3051（内線 2801,	2804）
Mail	 kihonkoso@naramed-u.ac.jp

「奈良医大キャンパスだより」の内
容に関する問い合わせやご意見等
ございましたら、右記までご連絡
ください。

2018年奈良県立医科大学大学祭　白橿生祭
「Nice to Meet U ！」

10/27土・28日　両日とも9：00～ 18：00
奈良医大を初めて訪れる方を「初めまして！」という気持ちで歓迎するという思いを込めて開催いたします。

①シンポジウム	
10/27土  13:45 ～ 水上颯さん  

15:15 ～ 16:45 佐藤健寿氏
10/28日  13:00 ～ 14:00 吉田たかよし先生

場 　 所 � 本学大講堂

②よしもとお笑いライブ！	
出 演 者 � 笑い飯、天竺鼠、てんしとあくま
10/28日 14:00 ～ 15:00

場 　 所 � 屋外特設ステージ

③医学展示企画	
「医療を身近に感じ、自分や周囲の健康に関心を持ってもらう」
ことをテーマにした企画が盛りだくさんです！診察体験、BLS
体験、医療器具体験、予防医学講座　etc…

10/27 土・28 日　両日とも 9:00 ～ 18:00 場 所 ��体育館

⑤ステージ企画	
バンドライブ、クイズ大会、ビンゴ大会、ダンスステージ等企画多数
10/27 土・28 日　両日とも 9:00 ～ 18:00

場 　 所 � 屋外特設ステージ

⑥奈良県ゆるキャラ大集合＠奈良医大	
奈良県内のゆるキャラを奈良医大に招待して、奈良医大のゆる
キャラ・しょうとくた医師くんと一緒に学祭を盛り上げます！

10/27 土  12:00 ～ 13:00　　 場 所 ��屋外特設ステージ

④なら・かしはらグルメフェア	
出店店舗 � �炙り鯛だしラーメン・つけ麺サクラ・Mokomoko・はな

いちもんめ・薬膳カレー・弘済会・ワーキングサポート
10/27 土・28 日　両日とも 9:00 ～ 18:00

場 　 所 � 本学教養教育棟前駐輪場

吉田たかよし先生 佐藤健寿氏

笑い飯

天竺鼠

てんしとあくま

師師

し
ょ
う
と
く
た
医

しょうとくた医師くん


